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１、 わたくしたちは、 きまりを守り、 親切で明るい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 仕事に喜びをもち、 豊かな村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 青少年に希望を老人に生きがいを、 そして心

のあたたかい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 自然を愛し、 花と緑の美しい村をつくります。 

１、 わたくしたちは、 常に知識を求め、 スポーツに親しみ、 楽しい

村をつくります。 

▲

村民憲章 ▲

月号

第420号

　　２　 消防団出初式

　３～５ わだい

　６～９ お知らせ

　　10 社協だより

　　11 健康だより

　　12 ピカピカダイヤモンド賞、戸籍の窓

▲

今月の内容 ▲
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防火意識の高揚と無火災を祈る　消防団出初式



広　 報　 か　 ざ　 ま　 う　 ら （2）平成23年２月号

　

新
春
恒
例
の
風
間
浦
村
消
防
団
出
初
式

が
１
月
４
日
に
易
国
間
小
学
校
体
育
館
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
五
十
洲
光
男
消
防
団
長
よ
り

団
員
及
び
関
係
者
に
対
し
一
年
間
の
活
動

へ
の
感
謝
と
、
本
年
の
抱
負
を
交
え
た
挨

拶
に
続
き
、
横
浜
村
長
か
ら
訓
示
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
第
三
分
団
木
下
重
利
部
長
の
指

揮
の
下
、
各
分
団
の
纏
で
構
成
さ
れ
た
纏

振
り
演
技
で
は
、
力
強
く
振
り
上
げ
ら
れ

る
纏
の
勇
壮
さ
に
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
木
下
秀
一
村
議
会
議
長
、　

越
前
陽
悦
県
議
会
議
員
、
菊
池
健
治
県
議

会
議
員
代
理
、
其
田
顕
一
大
間
警
察
署
長五十洲団長によるあいさつ

各分団による勇壮なまといふり演技

参加された各団員のみなさん

代
理
よ
り
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
、
蛸
島
敏
春

村
議
会
副
議
長
の
発
声
に
よ
る
万
歳
三
唱

で
決
意
を
新
た
に
、
今
年
一
年
の
防
火
意

識
の
高
揚
と
無
火
災
を
祈
り
ま
し
た
。

　

本
部
分
団
団
員　
　

宮　

下　

賢　

治

　

第
二
分
団
団
員　
　

佐
々
木　

将　

志

　

第
二
分
団
団
員　
　

丸　

山　
　
　

薫

　

第
三
分
団
団
員　
　

前　

田　
　
　

稔

　

第
三
分
団
団
員　
　

工　

藤　

修　

巳

優
良
団
員
章
受
賞
者

防
火
意
識
の
高
揚
と
無
火
災
を
祈
る

平
成
23
年
風
間
浦
村
消
防
団
出
初
式
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11
月
24
日
（
水
）
に
、
下
風
呂
小
学
校

で
、
５
・
６
年
生
13
名
を
対
象
に
、
環
境

に
や
さ
し
い
石
鹸
に
つ
い
て
の
学
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

下
風
呂
漁
協
女
性
部（
葛
西
恭
子
部
長
）

の
協
力
に
よ
り
、
㈱
エ
ス
ケ
ー
石
鹸
営
業

部
の
中
村
雅
裕
氏
を
講
師
に
迎
え
、
洗
剤

や
石
鹸
と
環
境
の
関
わ
り
を
学
び
ま
し

た
。

　

ま
ず
、
合
成
洗
剤
と
石
鹸
の
違
い
や
見

分
け
方
、
環
境
へ
の
影
響
な
ど
を
学
習
し

ま
し
た
。
合
成
洗
剤
は
石
油
を
原
料
と

し
、
石
鹸
は
植
物
油
を
原
料
と
し
て
い
る

た
め
、
石
鹸
使
用
後
の
排
水
が
川
や
海
に

流
れ
、
魚
や
鳥
が
か
す
を
食
べ
て
も
悪
影

響
が
な
い
こ
と
を
知
り
、
児
童
た
ち
は
興

味
深
く
中
村
さ
ん
の
説
明
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
自
分
た
ち
の
家
庭
で

使
用
し
て
い
る
食
器
用
洗
剤
や
洗
濯
用
洗

剤
を
調
べ
て
み
る
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が

　

12
月
３
日
（
金
）、
下
風
呂
小
学
校
５
・

６
年
生
13
名
が
、
毎
年
恒
例
の
そ
ば
打
ち

を
行
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
下
風
呂
漁
協
女
性
部（
葛
西
恭
子

部
長
）の
皆
さ
ん
が
た
く
さ
ん
参
加
し
、

講
師
も
務
め
ま
し
た
。
ま
た
今
回
は
Ａ
Ｌ

Ｔ
の
ア
リ
ー
先
生
と
友
達
の
ミ
シ
ェ
ル
さ

ん
も
参
加
し
て
楽
し
い
活
動
と
な
り
ま
し

た
。

　

児
童
は
、
春
か
ら
総
合
的
な
学
習
の
時

間
に
そ
ば
の
育
ち
方
を
調
べ
、
自
分
た
ち

で
も
学
校
の
花
壇
を
使
い
栽
培
も
体
験
し

ま
し
た
。
し
か
し
、
試
食
す
る
ほ
ど
の
量

は
収
穫
で
き
ず
、漁
協
女
性
部
の
葛
西
恭
子

部
長
に
風
間
浦
産
の
そ
ば
粉
を
提
供
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
４
つ
の
班
に
分
か
れ
て
活
動

し
、一
人
ひ
と
り
が
「
こ
ね
る
」「
の
ば
す
」

石鹸づくりで手でこねて思い思いの形にする
児童たち

こねる作業の指導をする葛西部長（中）

細く細くと思いながら切る作業をする児童

合成洗剤と石鹸について説明す
る講師の中村さん

合
成
洗
剤
で
あ
る
こ
と
に
も
驚
い
た
様
子

で
し
た
。

　

そ
の
後
、
環
境
に
や
さ
し
い
石
鹸
作
り

に
も
挑
戦
し
ま
し
た
。
準
備
し
て
お
い
た

石
鹸
の
も
と
は
、
手
で
こ
ね
て
好
き
な
形

に
で
き
る
も
の
で
あ
り
、
思
い
思
い
の
形

に
し
た
り
型
に
は
め
た
り
し
て
作
り
上
げ

て
い
き
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
、
出
来
上

が
っ
た
個
性
豊
か
な
石
鹸
が
入
浴
に
も
使

え
る
と
聞
い
て
、
う
れ
し
そ
う
に
家
庭
へ

持
ち
帰
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
児
童
は
、
協
力
し
て
く

れ
た
漁
協
女
性
部
の
方
々
と
共
に
、
普
段

か
ら
環
境
の
た
め
に
自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
を
少
し
ず
つ
や
っ
て
い
き
た
い
と
学

習
会
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

「
切
る
」
と
い
う
そ
ば
打
ち
の
一
連
の
作

業
を
体
験
し
ま
し
た
。
６
年
生
は
２
回
目

の
体
験
と
あ
っ
て
な
か
な
か
上
手
な
手
さ

ば
き
で
活
動
を
進
め
、
５
年
生
は
初
め
て

の
体
験
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
熱
心
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
出
来
上
が
っ
た
そ
ば

は
、
細
い
も
の
か
ら
太
い
も
の
や
、
長
い

も
の
か
ら
短
い
も
の
ま
で
、
個
性
的
な
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

　

講
師
の
皆
さ
ん
に
は
、「
年
々
上
手
に

な
る
ね
。」
と
ほ
め
ら
れ
、
児
童
は
う
れ

し
そ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

　

会
食
で
は
、
で
き
た
て
の
お
い
し
い
そ

ば
を
食
べ
な
が
ら
、「
や
っ
ぱ
り
手
作
り

は
お
い
し
い
。」「
来
年
は
も
っ
と
細
く
上

手
に
打
ち
た
い
。」な
ど
の
声
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

環
境
に
や
さ
し
い
石
鹸

そ 

ば 

打 

ち 

体 

験
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浜　辺　孝　夫 氏

あいさつする皆野村納貯連会長

講演する下北地域県民局県税部の諏訪主査

納税作品展で受賞されたみなさん

　

平
成
22
年
12
月
16
日
、
風
間
浦
村
教
育

委
員
会
教
育
委
員
と
し
て
浜
辺
孝
夫
氏
が

風
間
浦
村
長
よ
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　

浜
辺
教
育
委
員
は
、
昭
和
44
年
３
月
む

つ
工
業
高
等
学
校
を
卒
業
し
た
後
、
昭
和

46
年
７
月
よ
り
風
間
浦
村
役
場
に
勤
務
、

平
成
３
年
７
月
出
納
室
長
、
平
成
７
年
７

月
総
務
課
長
、平
成
11
年
７
月
税
務
課
長
、

平
成
17
年
７
月
健
康
福
祉
課
長
、
平
成
21

年
４
月
会
計
管
理
者
、
参
事
兼
税
務
会
計

課
長
事
務
取
扱
を
務
め
ま
し
た
。

　

行
政
経
験
が
豊
富
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

教
育
関
係
に
そ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
後
の
さ
ら
な
る
ご
活
躍
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

12
月
７
日
、
下
風
呂
公
民
館
に
お
い
て

風
間
浦
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
計
研

修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
ち
行
わ
れ
た
、
納
税
作
品

表
彰
で
は
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表
彰

状
が
授
与
さ
れ
、
各
学
校
へ
感
謝
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
議
題
に
移
り
、
11
月
末
ま
で
の

納
税
貯
蓄
組
合
収
納
状
況
が
事
務
局
よ
り

説
明
さ
れ
た
の
ち
、
下
北
地
域
県
民
局
県

税
部
の
諏
訪
主
査
を
講
師
に
招
き
、「
個

人
県
民
税
の
現
状
と
滞
納
処
分
に
つ
い

て
」
と
題
し
て
、
め
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る

【
納
税
作
品
】

■
青
森
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

作
文
の
部

　

奨
励
賞　

小
山　

香
澄
（
下
小
６
年
）

習
字
の
部

　

銅　

賞　

蛸
島
進
之
介
（
蛇
小
４
年
）

受
　
賞
　
者

平
成
22
年
度

村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会

会
計
研
修
会
開
催

浜 
辺 
孝 

夫 

氏

教
育
委
員
に

昨
今
の
税
政
制
度
の
内
容
を
少
し
で
も
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
ね
ら
い
で
講
演
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
風
間
浦
村
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
長
表
彰

作
文
の
部

　

奨
励
賞　

工
藤　

竜
馬
（
下
小
２
年
）

　

奨
励
賞　

坂　
　

琉
威
（
下
小
２
年
）

　

奨
励
賞　

小
山　

楓
花
（
下
小
５
年
）

　

奨
励
賞　

小
山　

香
澄
（
下
小
６
年
）

　

奨
励
賞　

佐
賀　

健
志
（
風
中
１
年
）

　

奨
励
賞　

金
橋　

侑
花
（
風
中
３
年
）

　

奨
励
賞　

木
下　

穂
花
（
風
中
３
年
）

習
字
の
部

　

奨
励
賞　

駒
嶺　
　

錬
（
蛇
小
１
年
）

　

奨
励
賞　

山
本　

咲
良
（
蛇
小
２
年
）

　

奨
励
賞　

亀
谷　

聖
夏
（
蛇
小
３
年
）

　

奨
励
賞　

蛸
島
進
之
介
（
蛇
小
４
年
）

　

奨
励
賞　

駒
嶺　
　

茜
（
蛇
小
５
年
）

　

奨
励
賞　

柴
田　

莉
奈
（
易
小
６
年
）

【
感
謝
状
】

　

下
風
呂
小
学
校
、
易
国
間
小
学
校
、

　

蛇
浦
小
学
校
、
風
間
浦
中
学
校
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【写真３】ネジリカマ

【写真２】そり

【写真１】イモカンナ

●暮らしと電気安全

２月

２月は「省エネルギー月間」です。

　国では、毎年２月を「省エネルギー月間」
と定め、省エネルギーの意識啓発をはかっ
ております。
　限りあるエネルギー資源を大切にする
とともに、地球温暖化を防止するため、私
たち一人ひとりが、エネルギーを大切に
使うよう心掛けましょう。

文 化 財 寄 贈
　この度、山本正光さん（易国間）から昔のネジリカマ、カンジキ、イモカンナ等、28点を寄贈いただきました。
　寄贈いただいた物のうち数点をご紹介いたします。

■地 方 名　イモカンナ【写真１】
■使用年代　大正～昭和
■使用方法　ジャガイモをカンナにかけて削りおとし、イモの粉や

デンプンを作る。

■地 方 名　そり【写真２】
■使用年代　明治～昭和
■使用方法　家庭用運搬そり。先に手縄をつけ、荷物を乗せ、雪の

上を引っ張る。子どもが乗って遊んだりもする。

■地 方 名　ネジリカマ（上）、カマ（下）　【写真３】
■使用年代　大正
■使用方法　
　 〈ネジリカマ〉ワカメを採る漁具。ワカメを先の方のカマで刈り、

金具にからみつけて採る。
　 〈カマ〉ワカメを刈り取るカマ。
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飼育されている鳥のインフルエンザ対策について
　昨年、10月に北海道稚内市大沼で回収されたカモの糞便から高病原性鳥インフルエンザのウイルスが
分離されました。さらに11月には島根県安来市２万３千羽を飼養する養鶏場に野鳥の侵入が原因とされ
る高病原性鳥インフルエンザが発生しました。
　皆さんが飼育している鳥をインフルエンザから守るため、野鳥と接触しないよう飼育舎周囲に金網を
設置してください。また、既に金網などで覆っている場合は、破損している箇所がないかチェックし、
修繕してください。
　さらに、ネズミや野生動物などの対策も重要ですので、飼育舎に侵入できないような対策もお願いし
ます。
　なお、飼っている鳥が短期間に複数死亡し、原因が分からない場合は、むつ家畜保健衛生所に連絡し
てください。
お問い合わせ先　
　下北地域県民局地域農林水産部　むつ家畜保健衛生所　☎０１７５－２２－１２５４

住民税申告のお知らせ
　下記日程により住民税の申告を受付しますので、忘れずにおいで下さるようお願いします。
【２月】

日 月 火 水 木 金 土
6 7 8

蛇 浦 地 区
蛇 浦 公 民 館

9
蛇 浦 地 区

10
蛇 浦 地 区

11

休み

12

休み
13

休み

14
蛇 浦 地 区

15
蛇 浦 地 区

16
桑 畑 地 区
桑 畑 公 民 館

17
下 風 呂 地 区
下風呂公民館

18
下 風 呂 地 区

19

休み
20

休み

21
下 風 呂 地 区

22
下 風 呂 地 区

23
下 風 呂 地 区

24

休み

25

休み

26

休み
27

休み

28
易 国 間 地 区
中 央 公 民 館

【３月】
火 水 木 金 土
1

易 国 間 地 区
中 央 公 民 館

2
易 国 間 地 区

3
易 国 間 地 区

4
易 国 間 地 区

5

休み
6

休み

7
風間浦村全域
中 央 公 民 館

8 9 10 11 12

休み
13

休み

14
風間浦村全域

15 16 17 18 19

１．受付時間　　　午前９時から午後４時まで
２．用意するもの
　○印鑑・源泉徴収票・生命保険及び地震保険支払証明書・各種領収書・口座番号・障害者手帳（家族含む）

出納簿（収支決算のわかるもの）
　○家屋の新築をされた方は、年末残高証明書・領収書又は契約書・住民票・家屋の登記事項証明書を

用意して下さい。
　○家屋の増改築の方は、年末残高証明書・領収書・増改築工事証明書・家屋の登記事項証明書を用意

して下さい。
　　注１）　指定地区以外での申告の受付については、各地区別に申告書を整理しておりますので、ご遠

慮ください。
　　注２）　還付申告をされる方は、源泉徴収票が必要となりますので必ず持参してください。
■不明な点等がありましたら、税務会計課課税徴収グループまでご連絡下さい。
　電話　３５－２１１１　内線（２３～２５）

都合により各地区申告日に申告できない方が対象となります。
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＝地上デジタル放送受信機器購入助成金制度のお知らせ＝
　地上アナログ放送（従来のテレビ放送）は、平成23年７月24日で受信できなくなり（完全停波）、地上
デジタル放送に完全移行します。地上デジタル放送を視聴するには、デジタル放送対応のテレビに買い替
えるか、今まで使用しているテレビに地上デジタル放送対応のチューナーを取り付ける必要があります。
　風間浦村では、平成21年４月10日以降に地上デジタル放送対応機器を購入された世帯に対して補助金
を交付しております。不明な点については、下記までお問い合わせください。
■対象機器：地上デジタル放送対応テレビ等、地上デジタル放送を視聴するために必要最低限度の機器
　　　　　　※１世帯（戸）１台のみを対象とします。
■助成金額：１世帯（戸）１回限りの申請とし、１万円を限度とします。ただし、１万円を超えない場

合は実額です。
■交付申請：助成金を受けようとする世帯は、対象機器を購入した後、速やかに「交付申請書兼請求書」

を記入の上、購入対象機器名と購入金額が明記された書類（領収書等）及び購入対象機器
名および購入者名、販売店名が明記された書類（保証書等）を添付して申請してください。

※申請用紙は役場総務課にあります。また、添付された書類は複写してお返しします。
■申請期限：平成23年３月31日まで
■交付方法：請求書に記載された口座に振り込みします。
■問合せ先：役場総務課企画財政グループ（☎３５－２１１１）

国民年金の第一号被保険者は市区町村で
　自営業者などの国民年金の第一号被保険者の方の年金の相談と各種の届出、手続き先は、お住まいの
市区町村の国民年金の窓口となっています。

サラリーマンとその被扶養配偶者の方は
　厚生年金の加入者の方（国民年金の第二号被保険者）とその被扶養配偶者の方（国民年金の第三号被
保険者）の年金の手続きは、勤め先の事業主の方が行いますので、ご自身で行う必要はありません。

ねんきんダイヤル
　一般的な国民年金、厚生年金の相談には、加入者、受給者の方ともに、「ねんきんダイヤル」（☎
０５７０―０５―１１６５）が便利です。一般の固定電話では、接続先にかかわらず、市内通話料金の
みで利用できます。ＩＰ電話・ＰＨＳからのダイヤル先は「０３―６７００―１１６５」となります。
　電話する前に、年金手帳や年金証書、振込通知書などを用意したり、相談したい事柄をメモしておく
と便利です。
　ねんきんダイヤルの受付時間は、月～金曜日＝午前８時30分～午後５時15分（月曜日（月曜日が休日
の場合は火曜日）は午後７時まで）。第二土曜日＝午前９時30分～午後４時。※日曜日と第二を除く土曜日、
祝日、年末年始はご利用いただけません。
　なお、「ねんきん定期便」および「厚生年金加入記録のお知らせ」に関するお問い合わせについては「ね
んきん定期便専用ダイヤル」（☎０５７０―０５８―５５５（ＩＰ電話・ＰＨＳからは０３―６７００―
１１４４））に電話してください。

年金事務所と街角の年金相談センター
　面談による国民年金、厚生年金の相談をご希望の方は、加入者、受給者の方ともに、年金事務所（全
国312カ所）または街角の年金相談センター（全国51カ所）をご利用ください。両方とも、受付時間はね
んきんダイヤルと同じです。
　なお、年金事務所では、面談のほか、電話による相談も受け付けています。

その他
　年金の相談・手続きにお出かけになるときには、年金手帳または年金証書、また念のために国民健康
保険の被保険者証などの公的機関が発行した身分を確認できるものと印鑑をご持参ください。お出かけ
の際は、予め、その旨を電話で相談しておくと便利です（街角の年金相談センターについては年金事務
所に相談してください）。とくに代理人の方はご注意ください。
　※日本年金機構のホームページhttp://www.nenkin.go.jp（相談窓口の混雑予想も掲載されています）

国民年金、厚生年金の
ご相談と手続き先
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「下北検定」を実施します 「相続登記はお済みですか月間」
無　料　相　談　の　実　施　下北の歴史・自然・文化などに関する「下北検定」

を実施します。
　下北のことをどれだけ知っているか、あなたの「下
北人度」を試してみませんか？
◇い　　つ　平成23年２月26日（土）
　　　　　　午前11時～ 11時40分
　　　　　　※午前10時30分から受け付けします。
◇ど こ で　下北文化会館２階「視聴覚教室」
　　　　　　及び「大集会室」
◇ど ん な　「しもきた～豊かさを求めて～」（まさ

かりプラザ内「㈳むつ市観光協会」で
販売中）、「ぐるりんしもきた（青森県
下北半島旅ガイド）」（各市町村役場、
観光施設等に配置）から下北の歴史、
自然、文化、産業、人物などを題材に
して50問を出題します。

◇定　　員　100名（先着順）
◇参 加 費　無料
◇申込方法　電話またはFAX（指名、住所、電話

番号を明記）でお申し込みください。
■申込・問合せ先　
　下北地域県民局地域支援室　花田
　TEL ／２２－１１９５　FAX ／２２－１１７６

　日本司法書士会連合会と各都道府県の司法書士会
では、毎年２月を「相続登記はお済みですか月間」
と定め、相続登記の手続きを促す啓発活動の一環と
して、相続登記に関する無料相談会を実施しており
ます。今回は、下記のとおり実施しますが、スムー
ズに対応するため、事前に予約されることをお勧め
します。
◇相談内容　相続登記
◇相談期間　平成23年２月１日～２月28日までの
　　　　　　１ヶ月間
　　　　　　 （ただし、土・日・祝日は除く）
◇相談場所　青森県内の各司法書士事務所
◇費　　用　無料
■問合せ
　青森県司法書士会　☎０１７－７７６－８３９８

多重債務
無料相談窓口のご案内

　消費者金融（ローン）やクレジットカードの無計画な利用により借金が雪だ
るま式に増えてしまい「多重債務」状態に陥るケースが増えており、夜逃げや
自殺など深刻な状況に追い込まれる人もいます。

＝＝多重債務に陥らないために＝＝
①お金を借りる前に
⇒やりたいことや、欲しいものはあるけれど…

　「買いたいものは、今どうしても必要なの？」お金を貯めてからにしませんか？

　・返済可能な範囲で、買い物をしたりお金を借りよう。
　・家計簿などをつけて、収入と支出を把握しよう。
②お金を借りる時に注意すること　・・・・・・・・・・・・・
⇒「必要な時に、必要な額だけ、返済計画をたてて」借り

るのが基本です。

　消費者金融の「契約」は、「お金を借りる権利」と同時に「返
済する義務」も生まれます。
③お金を借りた後は　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
⇒借金を返すための新たな借金はしない

⇒常に「収支バランス」をチェックしましょう

④多重債務に陥ったら　・・・・・・・・・・・・・・・・・・
⇒債務整理の４つの方法を検討しよう

　・任意整理　・特定調停　・個人再生　・自己破産

■お問い合わせ先
　東北財務局　青森財務事務所　理財課　☎０１７－７７４－６４８８
　青森市新町２丁目４－25　青森合同庁舎３階
　平日（土・日・祝祭日、年末年始除く）午前８時30分～午後５時15分

多重債務とは

　「複数の金融機関から
自分の返済能力を超え
た借金をしてしまうこ
と」です。

無料　秘密厳守

■■契約時のチェックポイント■■
 ・契約書の内容で分からないところは納得いく
まで聞こう
 ・無理のない返済計画を立てよう
 ・契約書（写）は必ず保管しよう

■■債務整理のチェックポイント■■
 ・返済が苦しくなったら一人で悩まず早めに相
談しよう

■■借りた後のチェックポイント■■
 ・返済期限に遅れない
 ・領収書、利用明細書を保管する
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むつ科学技術館だより 自動車の名義変更・廃車手続き
及び車検はお早めに！【コミュニケーションシアターのご案内】

　コミュニケーションシアターでは、３月までは以
下のソフトを上映致します。
　当館にお越しの際は、ぜひコミュニケーションシ
アターへも足を運んでみてください。
《上映ソフト》
○平日
　Access「ネコから学ぶ/運動とバランス」（約30分）
○土曜・日曜・祝日
　世界絵本箱シリーズ
　「ごきげんなライオン（他３本）」（約35分）
《上映時間》
　①10：00　　②12：00　　③15：00
　※上映ソフトは変更になる場合もございます。

【つくってたいけん工作教室のご案内】
　当館では、毎週土曜日と日曜日、祝日にお子様を
対象にした、つくってたいけん工作教室を開催して
います。
　現在は『磁石変身ボックスをつくろう！』を開催
しています。
　予約や参加費は必要ありませ
ん。ぜひ工作教室にも参加して
みてくださいね！

■問合せ　むつ科学技術館
　Tel ２５－２０９１　Fax ２５－２０９２
　 《URL》http://www.jmsfmml.or.jp/msm.htm
　よろしくお願いいたします。

【車検は１ヶ月前から受けられます。】
　例年３月は、名義変更（移転登録）・廃車（末梢
登録）・住所変更等（変更登録等）の手続きで、運
輸支局及び事務所の窓口は大変混雑します。特に３
月中旬頃からは待ち時間が長くなり申請者の皆さん
に大変ご不便をおかけしております。名義変更や廃
車等の手続きは、できるだけ３月14日以前に手続き
していただくようお願いします。
　また、３月は車検（継続検査）も大変混雑します。
車検は１ヶ月前から受けることができますので、３
月下旬に集中しないようお早めに受検していただく
ようお願いします。
■問合わせ　
  ●  東北運輸局青森運輸支局
　テレフォンサービス（情報案内）050－5540－2008
  ●  同局　八戸自動車検査登録事務所
　テレフォンサービス（情報案内）050－5540－2009
  ●  登録窓口受付時間　
　　平日８：45 ～ 12：00、13：00 ～ 16：00

（土・日・祝日は閉庁日です）
  ●  支局ホームページ
　http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/am/am-index.htm
  ●  検査法人ホームページ　http://www.navi.go.jp
  ●  自動車検査予約ヘルプデスク　0570－030－330

フェリー函館～大間航路運休のお知らせ
　津軽海峡フェリー函館～大間航路におきまして、就航船舶の法定検査のため、一定期間ダイヤが運休
となります。

■運航スケジュール【平成23年３月の函館～大間航路】 ○…運航　　×…運休
日付 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

曜日 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金

函館発
9：30 ○ × × × × × × × × × × × ○

17：00 ○ × × × × × × × × × × ○ ○

大間発
7：10 ○ ○ × × × × × × × × × × ○

14：20 ○ × × × × × × × × × × × ○

津軽海峡フェリー20％オフ「下北半島割」実施中！
　津軽海峡フェリーでは「下北半島割」と題して、大間～函館航路及び
青森～函館航路が平成23年３月31日まで20パーセントオフになるキャン
ペーンを開催中です。
■内　容　対象航路において、乗用車及び旅客とも20パーセントオフに

なります。（ただし、他の割引との併用は不可）必ず事前に
予約と入金（指定の郵便振替用紙あり）が必要です。

■問合せ　津軽海峡フェリー㈱大間支店　☎３７－３１１１
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社　協　だ　よ　り Vol.211

～生活福祉資金貸付金制度についてのお知らせ～
　当協議会では、青森県社会福祉協議会が行う標記貸付金制度の相談受付や申込み手続き、償還指導等の業務を行ってお
ります。貸付内容は以下のとおりですが、内容によって貸付限度額等が異なる場合もありますので、詳しくは担当者まで
お問い合せ下さい。

資　　　　　　　金　　　　　　　種　　　　　　　類 貸付限度額 据置期間 償還期間
（以内）

総 合 支 援 資 金
失業などにより、日常生活全般に困難を抱えており、生活の立て直し
のために継続的な相談支援と生活費等の資金を必要とし、貸付を行う
ことにより自立が見込まれる世帯に貸付

生 活 支 援 費
生活再建までの間に必要な生活費（複数世帯：240万円限度） 月20万円 ６月 ２０年

生活再建までの間に必要な生活費（単身世帯：180万円限度） 月15万円 ６月 ２０年

住 宅 入 居 費 敷金、礼金等の賃貸契約を結ぶために必要な費用 40万円 ６月 ２０年

一 時 生 活
再 建 費

生活再建のために一時的に必要かつ日常生活費で賄うことが困難であ
る費用 60万円 ６月 ２０年

福 祉 資 金 低所得世帯、障害者世帯又は高齢者世帯に次の経費を貸付

生 業 費 生業を営むために必要な経費 　460万円

最終貸付
日から
６月

２０年

技 能 習 得 費 技能習得に必要な経費およびその間の生活維持に必要な経費
※貸付額（習得期間６月で130万円～３年で580万円） 580万円 ８年

住 宅 改 修 費 住宅の増改築、補修および公営住宅の譲り受けに必要な経費 250万円 ７年

福 祉 用 具 費 福祉用具等の購入に必要な経費 170万円 ８年

自動車購入費 障害者用自動車の購入に必要な経費 250万円 ８年

保険料追納費 中国残留邦人等にかかる国民年金保険料の追納に必要な経費 513.6万円 １０年

療 養 費 疾病・負傷等の療養経費およびその間の生活維持に必要な経費 230万円 ５年

介 護 費 介護サービス等の経費およびその間の生活維持に必要な経費 230万円 ５年

災 害 支 援 費 災害を受けたことにより臨時に必要な経費 150万円 ７年

そ の 他

・冠婚葬祭に必要な経費
・住居の移転、給排水設備等の設置に必要な経費
・就職、技能習得の支度に必要な経費
・その他日常生活上、一時的に必要な経費

50万円 ３年

緊 急 小 口 資 金 緊急かつ一時的に生計の維持が困難となった場合の小額費用 10万円 ２月 ８月

教 育 支 援 資 金 低所得世帯に対し、修学資金を貸付

教 育 支 援 費 授業料、納入諸経費、交通費、家賃、生活費等
（高校：月3.5万円、短大等：月6万円、大学：月6.5万円）

大学で　
月6.5万円 卒業後

６月

高校８年
短大10年
大学15年就 学 支 度 費 入学金、制服等購入、生活家電購入、引越し費用等必要な経費 50万円

不 動 産 担 保 型
生 活 資 金

一定の居住用不動産を有し、将来にわたりその住居に住み続けること
を希望する高齢者世帯に不動産を担保に生活費を貸付

不動産担保型 市町村民税非課税程度の低所得世帯ほかの条件があります。
土地評価額の

７割
契約終了
後３月 死亡時等要 保 護 世 帯

向 け
本制度を活用しなければ生活保護の受給を要すと保護実施機関が認め
た世帯であること等の条件があります。

◎申込みには、各地区担当民生委員の意見書を要します。

◎原則として連帯保証人１名を要しますが、やむを得ず確保出来ない場合でも貸付を認めます。

　　貸付利息は、保証人を確保した場合は無利子、無い場合は年 1.5％（修学支援・緊急小口資金は無利子）

　　ただし、最終償還期限を過ぎると、年 10.75％の延滞利子がつきます。

◎他制度の利用が可能な方は他制度を優先します。（特に修学資金関係は以下のような制度があります。）

　・風間浦村奨学資金（申込先：風間浦村教育委員会）・母子寡婦福祉資金（申込先：村及び福祉事務所）

　・財）青森県育英奨学会（申込先：高校、奨学会）　・日本学生支援機構奨学会（申込先：大学、奨学会）

◎本資金のほか、村社協独自の「たすけあい貸付金」（貸付上限１０万円）も取り扱っております。

◆問合せ先：「げんきかん」風間浦村社会福祉協議会　電話３２－６８３７・３５－２２４３（担当：川島）
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　最近では糖尿病も広く知れ渡るようになり、さまざまな疾患を引き起こす可能性が高いため、生
活習慣病の中でも特に注意したい病気となりました。しかし、糖尿病になぜなってしまうのか、ど
ういった病気を引き起こすのか、注意するべきことをきちんと理解しているでしょうか？
　平成19年の国民健康・栄養調査によると糖尿病が強く疑われる人・糖尿病の可能性を否定できな
い人を合わせると２２１０万人にのぼり、さらにその内の約４割（約880万人ほど）が治療を受け
たことがないと言われています。
　この機会に糖尿病の理解を深め、自身の生活習慣を見直してみましょう！！

　血液中のブトウ糖の調節を行っているインスリンが
何らかの形で働かなくなり、常に血糖が高い状態です。
この状態では、血管に大きな負担をかけてしまうため、
心筋梗塞などの病気を引き起こしやすくなります。
　また、合併症として腎機能の障害や、目の病気、神
経に障害を起こしてしまうこともあります。
　原因はインスリンを分泌するすい臓が働かなくなっ
たり、生活習慣の乱れとも言われています。

 ・肥満を解消する！   ：体脂肪が増えるとインスリンの効きが悪くなります。
 ・規則正しい時間に食べる！   ：血糖値をできるだけ同じぐらいすするために間隔を空
	 　けすぎないようにしましょう。

 ・食事をバランスよく食べる！ ：主食、主菜、副菜をバランスよく食べ、血糖値を上げ
	  	すぎないようにしましょう。

 ・お酒を控えめにする！   ：アルコールにより血糖値が乱れやすいのでほどほどに。

 ・運動習慣をつける！   ：定期的な運動はインスリンの働きをよくします。

ちなみに、特定健診における空腹時の血糖の目安は	 100mg/dl未満、ＨbA1cは5.2％未満 ��とさ
れています。
健診等を定期的に受診し、自身の血糖の状態を見れるようにしておきましょう。

健　康　だ　よ　り
糖尿病に気をつけよう！！

○糖尿病とは？

○予防するためには

糖尿病にかかりやすい人

太っている、食事を食べ過ぎる、
お菓子を必ず食べる、お酒をたくさん飲む、
運動不足、ストレスがたまっているなど・・・
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戸 籍 の 窓

●お悔やみ申し上げます

（12月届出分）

飯　田　京二郎 さ　ん   （79歳）　易国間

小　幡　キミ子 さ　ん   （94歳）　易国間

坪　田　金　治 さ　ん   （90歳）　易国間

家　政　政次郎 さ　ん   （82歳）　下風呂

（12月末現在）

私たちの村の人口

　男　　1,235人　（先月比－３人　）

　女　　1,222人　（　〃　＋１人　）

　計　　2,457人　（　〃　－２人　）

世帯数　1,041世帯（　〃　±０世帯）


